
参加
無料

十五夜

　旧暦の８月15日、新暦では９月の中旬（今年は９月８日）
を、十五夜・お月見・中秋の名月と呼んでいます。今年は９
月９日が満月となっていますが、十五夜＝満月ではなく、
数日ずれる場合がほとんどです。
　昔は、月の満ち欠けを暦代わりに農事を行いました。十
五夜は祭儀の行われる節目の日として大切にされていた
ようです。
　満月に見立てたお団子。形が稲穂に似ていて、魔除けの
力があるとされているすすきをお供えし、美しい月を心静
かに眺め、十五夜のお月見を楽しみましょう。

月うさぎ伝説

　昔、あるところに、うさぎときつねとさるがおりました。
ある日、３匹は疲れ果て食べ物を乞う老人に出会い、老人
のために食べ物を集めます。さるは木の実を、きつねは魚
をとってきましたが、うさぎは一生懸命頑張っても何も持
ってくることができませんでした。そこで悩んだうさぎは
「私を食べて下さい」といって火の中にとびこみ、自分の身
を老人に捧げたのです。
　その老人は、３匹の行いを試そうとした帝釈天（タイシ
ャクテン）という神様でした。帝釈天はそんなうさぎを哀
れみ、月の中に甦らせて、皆の手本にしたのです。
　これは、仏教説話からきている伝説です。

㈱ふるさと葬祭アグレム広報誌
平成26年9月1日発行

発行／㈱ふるさと葬祭アグレム（事務所）
横手市大雄字本庄道北堰間13
TEL.0182-52-3930
FAX.0182-52-3931

www.ja-sousai.co.jp/furusato
ホームページ

0120-87-2630
フリーダイヤル

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌にあ
わせて封書にてご案内をさせていただいて
おります。ご利用割引券など同封しておりま
すので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？
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●JA-SS

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様

  ●セブン
 イレブン様

●
横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅

会場

お葬式・法要の無料事前相談実施中
葬儀に関する不安や 悩みはございませんか？

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？葬儀の費用って

実際いくら必要なの？

訪問相談も承っておりま
す。手順はとても簡単です。

①まずは52-3930まで
お電話ください。
②「訪問相談希望です」と
お伝えください。
　※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッ
フがお伺いします。

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減したり、少しでも安心し
て頂くために、どんな些細なことでもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

場所：
虹のホールアグレム

●JA-SS

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様

  ●セブン
 イレブン様

●
横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅

会場
虹のホールアグレム

※当日入会も可能です。

横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930

横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630

虹のホールアグレムアグレム

おものがわ
虹のホールアグレムアグレム

虹のホールアグレムアグレム

おものがわ
虹のホールアグレムアグレム

土

日

恒例となりました、人形供養後の抽選会も開催いたします。
今年は会員様限定の抽選会とさせていただきます。
同封いたしました抽選券を当日受付までお持ち下さい。

●木戸五郎兵衛神社

県 道 48 号 線
●

東泉寺

雄物川
郵便局●

  ●雄物川郷土資料館

県
道
13
号
線

会場
虹のホールアグレム

おものがわ

今年は2回開催いたします。

㈱ふるさと葬祭アグレム

人形供養祭
長い間かわいがっていた人形、ぬいぐるみなど丁寧に供養いたします。
また、さまざまな企画をご用意して皆様をお待ちしております。

9/27

10/5

受　　付   9：00～
供養開始 11：00



―
―
49
日
の
供
養
の
意
味
を
教
え
て
下
さ
い

　
最
初
に
皆
さ
ん
に
知
って
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
現
在
の
日
本
の
仏
教
は
、イ
ン
ド
や
中
国

や
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て
２
０
０
０
年
以
上
に

及
ぶ
日
本
の
歴
史
の
伝
統
、民
俗
信
仰
、神
道

も
含
め
様
々
な
要
素
が
融
合
し
て
で
き
た
、

そ
れ
は
私
た
ち
日
本
人
の
ご
先
祖
様
方
が
知

恵
を
振
り
絞
って
築
き
あ
げ
て
き
た
、い
わ
ば

「
日
本
仏
教
」
と
言
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。宗
派
に
よ
って
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま

す
が
。

　
さ
て
49
日
の
供
養
で
す
が
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
は
49
日
間
、
自
宅
の
ど
こ
か
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。仏
教

学
的
に
は
中
有（
ち
ゅ
う
う
）中
陰（
ち
ゅ
う
い

ん
）と
い
う
世
界
に
と
ど
ま
る
と
い
わ
れ
、い
ず

れ
に
し
て
も
49
日
目
に
あ
の
世
、
仏
の
世
界
、

浄
土
の
世
界
へ
旅
立
つ（
生
ま
れ
変
わ
る
）
と

い
う
こ
と
で
す
。し
た
が
って
ご
遺
族
、ご
親
族

は
特
に
こ
の
49
日
間
に
冥
福
を
祈
念
し
な
が

ら
、
供
養
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
語
り
継
が
れ
て
き
た
伝
統
で
す
。せ
め
て

49
日
間
、７
日
ご
と
に
清
ら
か
な
お
線
香
、お

水
等
を
お
供
え
し
て
供
養
し
ま
し
ょ
う
。

―
―
納
棺
の
際
、
ど
う
し
て
故
人
は
白
装
束

に
着
替
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
私
た
ち
日
本
人
の
歴
史
は
、
こ
の
世
に
命

を
い
た
だ
く
と
、
ま
ず
産
着
か
ら
始
ま
り
、

徐
々
に
大
人
に
成
長
し
、こ
の
世
と
お
別
れ
を

す
る
ま
で
様
々
な
儀
式
を
経
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。時
代
に
よ
って
異
な
り
ま
す
が
、
人

生
の
タ
ー
ニン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
は
必
ず
儀
式
を

行
って
き
ま
し
た
。た
と
え
ば
七
五
三
、端
午
、

桃
の
節
句
、
元
服（
げ
ん
ぷ
く
）等
こ
う
い
う

儀
式
に
は
必
ず
白
装
束
で
臨
ん
だ
と
い
う
記

録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。身
近
な
と
こ
ろ
で
は

女
性
が
某
家
に
嫁
ぐ
際
、
白
無
垢
を
着
て
、

白
い
角
隠
し
を
す
る
よ
う
に
、
人
生
の
う
ち

で
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
る
、
そ
の
都
度
の
儀

式
に
は
白
の
衣
装
で
臨
む
と
い
う
古
く
か
ら

の
伝
統
が
あ
る
の
で
す
。だ
か
ら
納
棺
の
際
も

当
然
、
死
装
束
は
白
と
い
う
原
則
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

―
―
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
禅
セ
ン
タ
ー
で
の
修
行
経

験
に
つい
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
私
が
修
行
し
て
か
ら
も
う
30
年
近
く
経
っ

て
い
る
の
で
、
今
は
か
な
り
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
の一般
的
な
お
寺
と
い
う
よ
り

は
、む
し
ろ
修
業
道
場
的
な
生
活
で
し
た
。

　
朝
4
時
起
床
坐
禅
（
禅
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
）終
わ
って
朝
の
お
勤
め（
モ
ー
ニン
グ
サ
ー
ビ

ス
と
い
い
ま
す
）。般
若
心
経
の
読
経
で
す
が
、

全
て
英
語
バ
ー
ジ
ョン
で
す
。朝
食
が
終
わ
って

作
務
（
ワ
ー
ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
い
い
ま
す
）。

基
本
的
に
は
ご
本
山
の
修
行
形
態
を
基
に
生

活
し
ま
す
が
、
当
然
全
て
が
英
語
で
し
た
。

朝
、
夜
の
坐
禅
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
、
外

か
ら
毎
日
通
っ
て
く
る
人
等
と
共
に
行
い
ま

す
。む
し
ろ
日
本
以
上
に
熱
心
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
の
禅
セ
ン
タ
ー
は
、檀
家
さ
ん
と
い
う

よ
り
会
員
（
メ
ン
バ
ー
）
制
で
支
え
ら
れ
て
お

り
、
お
葬
式
や
ご
先
祖
供
養
と
い
う
よ
り
は
、

自
分
の
人
生
に
つい
て
勉
強
し
た
い
方
々
が
仏

教
と
い
う
教
え
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、住
職

の
説
法
、
法
話（
ダ
ルマ
ト
ー
ク
）を
聞
き
に
、

そ
し
て
坐
禅
、修
行
に
と
い
う
多
く
の
会
員
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
北
米
、
南
米
、ヨ
ー
ロッパ
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
世
界
各
国
に
禅
の
修
業
道
場
は

広
ま
って
い
ま
す
。

大
切
な
家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

事
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
真
宗
大
谷
派
公
開
講
座

　『
仏
法
伝
来
』

　
去
る
７
月
５
日
、真
宗
大
谷
派 

奥
羽
教
区
秋
田
県
南
組
様
が
主
催

す
る
、第
11
回
仏
教
公
開
講
座
が
虹

の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
60
名
の
参
加
者
を
前
に
、元
大

谷
大
学
教
授
　
沙
加
戸 

弘 

師
を
お

迎
え
し
、講
題「
仏
法
伝
来
」の
ご
講

義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
５
０
０
年
前
に
お
釈
迦
様
が
悟

り
を
開
き
、そ
の
教
え
が
仏
教
と
な

り
、私
た
ち
の
生
活
に
普
及
す
る
ま

で
の
過
程
を
お
話
い
た
だ
い
た
、わ

か
り
や
す
い
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

　
女
性
部
増
田
支
部

　
研
修
会
を
開
催

　
　
７
月
28
日
、当
社
一
級
葬
祭
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
高
橋
和
子
を
講
師
に

「
知
っ
て
て
得
す
る
葬
祭
マ
ナ
ー
」

と
題
し
ま
し
て
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
虹
の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム

（
よ
こ
て
）に
は
45
名
の
参
加
者
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、い
ざ

と
な
る
と
…
と
い
う
葬
儀
に
関
わ

る
マ
ナ
ー
を
幅
広
く
解
説
す
る
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

般若心経 英語バージョン▶

□住職プロフィール　
曹洞宗　木翁山　香最寺
氏名　國安 大智（くにやすだいち）

＜履歴＞
駒澤大学　仏教学部卒
昭和60年 曹洞宗　ニューヨーク禅センターにて

一年間修行
昭和61年 大本山永平寺安居
平成16年 木翁山　香最寺住職（第30世）を拝命
平成17年 秋田県曹洞宗青年会会長に就任
平成18年 曹洞宗特派布教師として全国で布教

活動をされています

  よこての
お寺巡り
今回は横手市平鹿町醍醐の
香最寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。
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ど
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故
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は
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装
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に
着
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る
の
で
し
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う
か
？

　
私
た
ち
日
本
人
の
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は
、
こ
の
世
に
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を
い
た
だ
く
と
、
ま
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着
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始
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り
、
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に
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に
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し
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の
世
と
お
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れ
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す
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ず
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た
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、
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の
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げ
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こ
う
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う

儀
式
に
は
必
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白
装
束
で
臨
ん
だ
と
い
う
記

録
が
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れ
て
い
ま
す
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近
な
と
こ
ろ
で
は
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が
某
家
に
嫁
ぐ
際
、
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無
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を
着
て
、

白
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角
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す
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よ
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に
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人
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の
う
ち

で
何
度
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ま
れ
変
わ
る
、
そ
の
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度
の
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式
に
は
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の
衣
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で
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と
い
う
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か
ら
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の
で
す
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納
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に
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と
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で
の
修
行
経

験
に
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教
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下
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私
が
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行
し
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ら
も
う
30
年
近
く
経
っ

て
い
る
の
で
、
今
は
か
な
り
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
日
本
の一般
的
な
お
寺
と
い
う
よ
り

は
、む
し
ろ
修
業
道
場
的
な
生
活
で
し
た
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朝
4
時
起
床
坐
禅
（
禅
メ
デ
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テ
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シ
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ン
）終
わ
って
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の
お
勤
め（
モ
ー
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グ
サ
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ビ
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と
い
い
ま
す
）。般
若
心
経
の
読
経
で
す
が
、
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て
英
語
バ
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ジ
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で
す
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終
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務
（
ワ
ー
ク
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
い
い
ま
す
）。

基
本
的
に
は
ご
本
山
の
修
行
形
態
を
基
に
生

活
し
ま
す
が
、
当
然
全
て
が
英
語
で
し
た
。

朝
、
夜
の
坐
禅
は
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
、
外

か
ら
毎
日
通
っ
て
く
る
人
等
と
共
に
行
い
ま

す
。む
し
ろ
日
本
以
上
に
熱
心
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。こ
の
禅
セ
ン
タ
ー
は
、檀
家
さ
ん
と
い
う

よ
り
会
員
（
メ
ン
バ
ー
）
制
で
支
え
ら
れ
て
お

り
、
お
葬
式
や
ご
先
祖
供
養
と
い
う
よ
り
は
、

自
分
の
人
生
に
つい
て
勉
強
し
た
い
方
々
が
仏

教
と
い
う
教
え
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、住
職

の
説
法
、
法
話（
ダ
ルマ
ト
ー
ク
）を
聞
き
に
、

そ
し
て
坐
禅
、修
行
に
と
い
う
多
く
の
会
員
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
北
米
、
南
米
、ヨ
ー
ロッパ
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
世
界
各
国
に
禅
の
修
業
道
場
は

広
ま
って
い
ま
す
。

大
切
な
家
族
と
の
別
れ
…
…
そ
ん
な
時
、心
の
拠
り
処
は
菩
提
寺
で
す
。

菩
提
寺
様
の
お
導
き
で
大
切
な
人
を
送
る
…
…
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
私
達
ア
グ
レ
ム
が
、
横
手
地
区
の
お
寺
様
に
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

事
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
真
宗
大
谷
派
公
開
講
座

　『
仏
法
伝
来
』

　
去
る
７
月
５
日
、真
宗
大
谷
派 

奥
羽
教
区
秋
田
県
南
組
様
が
主
催

す
る
、第
11
回
仏
教
公
開
講
座
が
虹

の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
60
名
の
参
加
者
を
前
に
、元
大

谷
大
学
教
授
　
沙
加
戸 

弘 

師
を
お

迎
え
し
、講
題「
仏
法
伝
来
」の
ご
講

義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
５
０
０
年
前
に
お
釈
迦
様
が
悟

り
を
開
き
、そ
の
教
え
が
仏
教
と
な

り
、私
た
ち
の
生
活
に
普
及
す
る
ま

で
の
過
程
を
お
話
い
た
だ
い
た
、わ

か
り
や
す
い
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

　
女
性
部
増
田
支
部

　
研
修
会
を
開
催

　
　
７
月
28
日
、当
社
一
級
葬
祭
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
高
橋
和
子
を
講
師
に

「
知
っ
て
て
得
す
る
葬
祭
マ
ナ
ー
」

と
題
し
ま
し
て
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
虹
の
ホ
ー
ル
ア
グ
レ
ム

（
よ
こ
て
）に
は
45
名
の
参
加
者
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、い
ざ

と
な
る
と
…
と
い
う
葬
儀
に
関
わ

る
マ
ナ
ー
を
幅
広
く
解
説
す
る
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

般若心経 英語バージョン▶

□住職プロフィール　
曹洞宗　木翁山　香最寺
氏名　國安 大智（くにやすだいち）

＜履歴＞
駒澤大学　仏教学部卒
昭和60年 曹洞宗　ニューヨーク禅センターにて

一年間修行
昭和61年 大本山永平寺安居
平成16年 木翁山　香最寺住職（第30世）を拝命
平成17年 秋田県曹洞宗青年会会長に就任
平成18年 曹洞宗特派布教師として全国で布教

活動をされています

  よこての
お寺巡り
今回は横手市平鹿町醍醐の
香最寺ご住職にご協力いただき
お話をお聞きいたしました。
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参加
無料

十五夜

　旧暦の８月15日、新暦では９月の中旬（今年は９月８日）
を、十五夜・お月見・中秋の名月と呼んでいます。今年は９
月９日が満月となっていますが、十五夜＝満月ではなく、
数日ずれる場合がほとんどです。
　昔は、月の満ち欠けを暦代わりに農事を行いました。十
五夜は祭儀の行われる節目の日として大切にされていた
ようです。
　満月に見立てたお団子。形が稲穂に似ていて、魔除けの
力があるとされているすすきをお供えし、美しい月を心静
かに眺め、十五夜のお月見を楽しみましょう。

月うさぎ伝説

　昔、あるところに、うさぎときつねとさるがおりました。
ある日、３匹は疲れ果て食べ物を乞う老人に出会い、老人
のために食べ物を集めます。さるは木の実を、きつねは魚
をとってきましたが、うさぎは一生懸命頑張っても何も持
ってくることができませんでした。そこで悩んだうさぎは
「私を食べて下さい」といって火の中にとびこみ、自分の身
を老人に捧げたのです。
　その老人は、３匹の行いを試そうとした帝釈天（タイシ
ャクテン）という神様でした。帝釈天はそんなうさぎを哀
れみ、月の中に甦らせて、皆の手本にしたのです。
　これは、仏教説話からきている伝説です。

㈱ふるさと葬祭アグレム広報誌
平成26年9月1日発行

発行／㈱ふるさと葬祭アグレム（事務所）
横手市大雄字本庄道北堰間13
TEL.0182-52-3930
FAX.0182-52-3931

www.ja-sousai.co.jp/furusato
ホームページ

0120-87-2630
フリーダイヤル

この広報誌についてのご意見ご感想、掲載
してほしいことなどございましたら
㈱ふるさと葬祭アグレム＜担当・杉田＞まで

ご意見ご感想

ふるさと葬祭アグレムでは葬儀後一周忌にあ
わせて封書にてご案内をさせていただいて
おります。ご利用割引券など同封しておりま
すので、お気軽にご連絡ください。

会員の皆様

年忌にあたって
いませんか？
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●JA-SS

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様

  ●セブン
 イレブン様

●
横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅

会場

お葬式・法要の無料事前相談実施中
葬儀に関する不安や 悩みはございませんか？

葬儀の事が
何もわからない

葬儀の準備には
何が必要なの？

故人の想いを
実現するには？葬儀の費用って

実際いくら必要なの？

訪問相談も承っておりま
す。手順はとても簡単です。

①まずは52-3930まで
お電話ください。
②「訪問相談希望です」と
お伝えください。
　※訪問日時を決めます。
③お約束の日時にスタッ
フがお伺いします。

ご家庭の精神的・経済的なご負担を軽減したり、少しでも安心し
て頂くために、どんな些細なことでもお気軽にご相談ください。

パートタイマーパートタイマーパートタイマー
随 時 募 集 中

業務内容＞新規会員募集　
詳しくはふるさと葬祭アグレム

（℡0182-52-3930）
までお問い合わせ下さい。

場所：
虹のホールアグレム

●JA-SS

　秋田
●日産様

至横手地域局富士見大橋
山二●
GS様

  ●セブン
 イレブン様

●
横手
体育館

国
道
13
号
線

至
横
手
駅

会場
虹のホールアグレム

※当日入会も可能です。

横手市三枚橋一丁目6-10
TEL.0182-36-3930

横手市雄物川町沼館字稲荷前62
TEL.0182-56-2630

虹のホールアグレムアグレム

おものがわ
虹のホールアグレムアグレム

虹のホールアグレムアグレム

おものがわ
虹のホールアグレムアグレム

土

日

恒例となりました、人形供養後の抽選会も開催いたします。
今年は会員様限定の抽選会とさせていただきます。
同封いたしました抽選券を当日受付までお持ち下さい。

●木戸五郎兵衛神社

県 道 48 号 線
●
東泉寺

雄物川
郵便局●

  ●雄物川郷土資料館

県
道
13
号
線

会場
虹のホールアグレム

おものがわ

今年は2回開催いたします。

㈱ふるさと葬祭アグレム

人形供養祭
長い間かわいがっていた人形、ぬいぐるみなど丁寧に供養いたします。
また、さまざまな企画をご用意して皆様をお待ちしております。

9/27

10/5

受　　付   9：00～
供養開始 11：00


